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Atmospheric Observations at TST and YYG

TST YYG

Tokyo SkyTree (TST) Tokai University, Yoyogi (YYG)
CO2,CH4,CO CRDS (Picarro G2401) 

O2 & CO2
Fuel cell O2 analyzer (Oxzilla II) and 
NDIR (LI-840A) (Hoshina et al., 2018)

Paramagnetic O2 analyzer (POM-6E) and 
NDIR (LI-820) (Ishidoya et al., 2017)

14CO2 Flask sampling of whole air (every 4-day).  14C analysis by NIES-CAMS.

CO2 flux N/A Sonic anemometer (WindMasterPro) and 
open-path NDIR (LI-7500) (Hirano et al., 2015)

Aerosol N/A XRF analyzer (PX-375) (Kaneyasu et al., 2020)

§大都市から全球までをカ
バーするマルチスケール
解析システムの開発

§観測データのインパクト評
価手法の確立および有効
な観測展開に対する提案

§マルチスケール観測に基づく大気中GHGの動態把握と観測データの統合

§アジア・ 太平洋地域での大気観測データの継続的な取得体制および速報性
のある整備体制の構築

§船舶によるpCO2観測のデータ
ベースや海洋再解析データを活
用した大気・海洋間の温室効果
ガス収支評価

§日本近海・北西太平洋域におけ
る海洋のpCO2データの精緻化

簡易設置型高精度大気中GHG
観測システムの開発

都市域内観測、内航船による観測

アジア・太平洋を中心とした
広域観測、同位体・多成分観測

地球環境データベース
からのデータ公開

全球海洋におけるCO2収支

北西太平洋の縁辺海を対象とした
狭領域の精緻な海洋pCO2の分布・
変動のデータプロダクトの作成

低解像度モデルによる全球
・長期GHG逆解析

ダウン
スケール

高解像度シミュレーション

データ
整備

大気観測とモデル解析により、GHG収支をスピーディーに監視・報告できる体制を構築し、
経年変動や大小様々なスケールの炭素収支メカニズムの理解を深化させる。また、その
ために必要な観測体制について、新たな評価手法を確立し、提案する。
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